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【要約】 

トマト養液栽培(大玉トマト)について、生産性向上や所得向上の視点で環境制御機器の導

入効果を簡易に試算できる「環境制御機器導入効果試算シート」を考案・作成した。表計算

ソフトExcel上で質問項目に答えるだけで、所得を推定できる。整備レベル別に試算、比較す

ることで、機器導入の検討に有用なツールとなる。 

１ はじめに 

愛知県では太陽光を利用した施設で、ICTを活用した環境制御技術を取り入れる「あい

ち型植物工場」を推進している。環境制御機器には、二酸化炭素等のモニタリングのみを

するものから複数の環境を統合的に制御する高度なものまで、多様な機器があり、「多くの

設備費をかけてでも施設を新築し、統合環境制御装置を導入し高収量を目指す」か、「まず

は既存施設を利用し、環境モニタリング装置とＣＯ2施用機、ＣＯ2制御機器のみ導入して、

収量が若干でも増加することを目指す」か等を迷う場面が想定される。しかし、価格や機

能が異なる多様な選択肢から何を選べばどの程度の生産性向上が見込まれるのかを試算

する手法はなかった。 

そこで、特に機器導入が進んでいるトマト養液栽培(大玉トマト)について、指導機関及

び生産者自身が、生産性向上や所得向上の視点で機器の導入効果を簡易に試算できる「環

境制御機器導入効果試算シート」(以下、試算シート)を考案・作成した。 

２ 試算シートの特徴 

試算シートは表計算ソフトExcelを利用したもので、予定導入機器を選び、目標収量等

の数値を入力することで、現状所得に対する推定所得の増減を算出でき、機器の導入効果

を試算できる。その特徴は以下である。  

 ○ 愛知県の経営モデルや県内生産者の経営実態調査の結果等を基に作成した。 

 ○ 初期投資やランニングコスト等も同時に表示される。動力光熱費は設定温度を入力す

ることで自動表示され、変温管理にも対応している。 

 ○ 環境制御機器等の入力条件を変えて試算することで、整備レベル別の推定所得を簡単

に比較できる。 

３ 利用方法 

（１）試算シートの構造 

試算シートは１つのExcelファイルとし、ファイル内は「質問表」及び「結果表」の

シートで構成した(図１)。「質問表」へ回答を入力すると、「結果表」に推定所得や現

状所得と比較した所得向上額が示される。 



（２）利用方法 

試算シートの「結果表」に試算された値を機器導入検討の資料とする。 

質問表での主な入力項目は、既存及び新規導入施設・機器、現状所得、目標収量、

労働力、設定温度等である。トマト販売単価や機器の金額等は設定済みの値を利用す

るが、変更も可能である。 

試算シートは、農業総合試験場Webページ（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/n 

ososi/gijyutsujouhou.html）の「研究の成果（技術情報）」で入手できる。 

４ 活用における留意点 

試算シートは、機器選定による導入効果を試算するツールであるが、推定農業所得を保

証するものではない。しかし、このシートの利用により、機器導入の場合の収支、投資の

回収の見込み等経営的な見通しと、目標収量、目標単価等、技術的な目標が明確になり、

積極的に栽培技術向上に取り組むことができる。 
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